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研究成果の概要（和文）：聴覚障害学生が主体的に授業に参加できる環境を構築するための方法

について，以下の検討を行った。１）小型携帯端末を用いた情報保障。教育実習や移動中の情

報保障が可能となった。２）PC テイカーの養成。学内サークルによる PC テイカー養成講座を

実施すると共に，障害学生サポートルームで手話教室を実施した。３）手話による話者交代の

分析。音声による発言権の奪取により，聴覚障害学生に話者の交代がわかりにくくなることが

確認された。４）障害学生支援室の構築過程の分析。手話通訳技術を有する職員や聾者職員の

採用に必要な大学内の合意形成方略について検討した。 

 
研究成果の概要（英文）： The following ways of constructing an environment to facilitate 
the independent participation of deaf and hard of hearing university students in classes 
were investigated. 1) Use of mobile devices to provide access services: This facilitated 
access services during teaching practice or studying while on the move. 2) Training of 
laptop note takers: A training course for laptop note taking was held by a university 
club, alongside sign language classes in the Support Room for Students with Disabilities. 
3) Analysis of signer turn taking in sign language: It was confirmed that speaker turn 
taking was difficult to understand for deaf and hard of hearing students due to being 
deprived of the right to verbal expression. 4) Analysis of the process of establishing 
the Support Room for Students with Disabilities: Strategies to create the necessary 
consensus within the university to employ deaf staff and staff with sign language 
interpreting skills were investigated. 
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１．研究開始当初の背景 

 近年，高等教育機関における聴覚障害学生

への支援体制の整備が進みつつある中，ＩＣ

Ｔを活用した支援手段の導入により，支援の

内容に質的な向上が見られている。しかしそ

の一方で，タイムラグの発生や字幕の精度に

問題等を抱えたまま文字情報量が増えてい

ることにより，聴覚障害学生が情報の一方的

な受け手になってしまっているという問題

も生じている。 

 

２．研究の目的 

 本研究では，聴覚障害学生が他の学生と対

等に主体的な参加ができる環境を構築する

ために，聴覚障害学生の主体的な授業参加に

影響を与える諸要因について検討を行い，

ICT を活用した聴覚障害学生支援において，

他の学生と対等に主体的な参加ができる環

境を構築するための方法について考察した。 

 

３．研究の方法 

 聴覚障害学生の主体的参加を促進させる

工夫を取り入れた，以下の実践を行った。 

１）通信機能付き小型携帯端末（iPhone）を

用いた情報保障 

２）デジタルペンを用いた情報保障 

３）聴覚障害学生の主体的参加を踏まえた PC

テイカーの養成および組織化 

 また，聴覚障害学生の主体的参加に影響を

及ぼす相互行為分析として，以下の２点につ

いて分析を行った。 

１）音声によるインターセプトがもたらす聴

覚障害学生の発言権確保の困難性に関する

会話分析 

２）聴覚障害学生のエンパワーメント促進の

ための支援室の組織化に関する合意形成過

程の検討 

 

４．研究成果 

１）通信機能付き小型携帯端末（iPhone）を

用いた情報保障 

 初年度には，iPhone を活用した遠隔情報保

障システムの実現により，教室内には iPhone

一台とマイク 1本を用意するのみで情報保障

を行うことができた。これにより，体育館で

の身体表現活動，教育実習，入学式，卒業式

や卒業祝賀パーティー等の式典，大学から遠

隔地で実施されたゼミなど，これまでは困難

であった移動を伴う場面での情報保障が可

能となり，聴覚障害学生の活動の幅が格段に

広がった。 

 また，表示端末が小型でありかつ周囲に支

援者がいないために目立ちにくいという特

性から，入学したばかりで情報保障の利用に

消極的な学生にとって利用しやすいという

メリットも確認された。 

 さらに，支援者は遠隔地にいるため，教員

へのマイク装着の依頼や iPhone のセッティ

ングといった教室内の準備は聴覚障害学生

自身が行う必要があることが，聴覚障害学生

自身の主体性を育てることにもつながった。 

 しかしその反面，これらの移動を伴う場面

はえてして参加型の授業形態でもあり，主体

的な参加が求められる状況である。それゆえ

に，字幕のタイムラグの存在による発言の介

入の困難さがより一層顕在化することにも

なった。また，映像情報がないための遠隔地

の PC テイカーの負担も無視できないもので

あり，システムの簡素化と支援の質とのバラ

ンスをどうとっていくかが今後の課題とな

った。 

 さらに次年度は，iPad や iPod touch 等，

機能の異なる複数台の表示端末を組み合わ



せて字幕表示を行い，利用場面にあわせた端

末利用の効果について試行的運用を行った。

その結果，表示装置としては必ずしも小型軽

量なものが最善ではなく，座って移動が可能

な場合には iPad のようなタブレット端末が

有効であることが示唆された。 

 

２）デジタルペンを用いた情報保障 

 残存聴力も活用しながら受講する聴覚障

害学生の場合，専門用語や早口な話の聞き取

りなどには困難が生じるものの，必ずしも PC

テイクを必要としない。その一方で，卒業論

文のゼミなどのディスカッションを必要と

する授業の場合，PC テイクによって生じるタ

イムラグが，聴覚障害学生の発言を困難にさ

せてしまう側面もみられる。そこで，本人の

受聴能力と授業スタイルとを勘案した上で，

PC テイクによる情報量よりもリアルタイム

性を優先する情報保障スタイルもありうる

と考え，ゼミでの情報保障においてデジタル

ペンを活用した。 

 デジタルペンの場合，紙と電子データの両

方でデータが保存可能であり，ＰＣに表示さ

れたデータはデジタルペンで修正すること

も可能である。そのため，１）数式や図，文

字をそのままの形で理解できる，２）ほかの

参加者にもわかり易い，３）発表者自身が書

くので全体の進行についていける、といった

利点を見いだすことができた。 

 さらに，情報保障の方法を変えてさまざま

なスタイルの講義に参加することにより，聴

覚障害学生自身が自分のニーズに気づき，自

己の障害認識を深めることができた。 

 

３）聴覚障害学生の主体的参加を踏まえた PC

テイカーの養成および組織化 

 初年度に聴覚障害学生が組織化した学内

PC テイカーサークルにおいて，PC テイカー

養成講座等を企画，実施した。その結果，聴

覚障害学生が中心となるよう意識付けを行

おうとしながらも，支援学生にとって動き易

さのある企画のみの設定となり，聴覚障害学

生が中心的な役割を果たしにくくなる状況

が生じてしまった。 

 その一方で，手話を日常言語とする聴覚障

害学生の場合，通常の PC テイクではインタ

ラクションが困難である。そこで PC テイク

を行う学生が仲介者役を担当すべく，手話の

実技を含む授業を開設するとともに，障害学

生支援室でも手話教室を運営した。学生の情

報保障サークルと支援室の連携により，タイ

ピングの講習や映像の文字おこし作業，テイ

カーと聴覚障害学生の交流会等の企画運営

を行った。以前は聴覚障害学生はテイカーに

対して挨拶とお礼を言うだけであったが、両

者の交流が深まることで聴覚障害学生自身

が積極的にテイクの準備や片づけを手伝う

といった気持ちの変化が現れた。また、支援

室と連携を持つことで、教職員に気軽に相談

を持ちかけられるようになり、意思疎通がス

ムーズになった。手話の指導の聴覚障害のあ

る障害学生支援室スタッフや聴覚障害学生

が担うことで，聴覚障害者が活動の中心的に

立つことができ聴覚障害学生のエンパワー

メントが促進される可能性が見いだされた。 

 聴覚障害学生自身が中心となり，自分の障

害を周囲に知ってもらう，手話を広める，と

いった活動を行った。教育学部障害児教育専

攻に所属する聴覚障害学生が，同じ専攻の学

生から始まり，学部の学生全体にも自分の障

害について説明するようになった。 

 自分に必要なものは最初からアピールす

る，ためらわずに手話を使う，最初の段階で

障害者の存在，特徴，必要なことなどを周囲

に広げていくといった積極性が重要である

ことがわかった。 



 

４）音声によるインターセプトがもたらす聴

覚障害学生の発言権確保の困難性 

 参加者が皆，手話を用いたとしても，音声

による発言権のインターセプトが行われる

ことで，聴覚障害学生がし難くなる現象があ

る。その具体的な様相を分析すべく，手話を

日常的に用いる聴覚障害学生と，同学年同専

攻で手話を使用可能な学生による会話を収

録，会話分析を行った。音声が併用されるこ

とで，聴覚障害学生には話者交代がわかりに

くくなる場面が確認された。さらに聾者同士

の手話による会話場面を収録し，両者の比較

によるビデオ分析を進めた。さらなる分析が

必要であると考え，この研究は今後の継続課

題とする。 

 

５）聴覚障害学生のエンパワーメント促進の

ための支援室の組織化 

 聴覚障害学生のエンパワーメント促進の

ためには，障害学生支援室が単なる情報保障

の事務的なやりとりをする場ではなく，成人

聾者や手話と出会い，多くの刺激に触発され

る場となる必要がある。そのためには手話通

訳技術を有する職員や聾者職員の採用が必

要となるが，そのためには学内での合意形成

を図っていかなければならない。そこで採用

を実現させた大学での事例分析を行い，大学

の意思決定プロセスになじむ形での戦略的

な合意形成方略の必要性について明らかに

した。 
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